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「建設企業の社会貢献とは？」 もっと議論を深めましょう 

●CNCPはあなたが参加し,楽しく議論し,活動する場です● 

今月のひとこと 

このところ“社会貢献”という言葉にちょっと引っかかって考え込

んでいます。 

先月号で書いたように、私たちは公共事業に全力で取り組む中で、

しっかりと社会貢献してきたという自負があるので、いまさら議論す

ることに違和感を覚えるのも事実です。 

改めてネット検索している時に、トヨタ自動車のＨＰで次の文を見

つけました。『「クルマづくりを通じて社会に貢献する」という理念

を創業の原点とし、社会の持続的発展に寄与できるように努めてきま

した。活動の取り組み分野としては、本業を通じた社会貢献に加え、

「環境」「交通安全」「人材育成」をグローバル重点 3 分野としています。それに各国・各地

域の社会ニーズに応じて「社会・文化」などの分野を加え・・・』と書かれていました。本業

を通じた社会貢献は、もはや当たり前のことであり、さらに社会との結びつきを強める努力を

されているということでしょうか。バブル時代に企業経営の在り方が問題になり、会社は誰の

ためにあるのか？株主のためか？従業員のためか？という議論が盛んに行われました。その頃

に比べても、現在は企業活動がますます巨大化し、社会に及ぼす影響が格段に強まっていると

感じます。よく考えれば企業が株主や従業員のためにあるのは当然で、それを越えて社会・市

民生活にどう役に立つのか、へと世の中の議論が進展したということかなと思います。（代表理事 山本卓朗） 
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